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○学級数は教育方法に大きく関わってくる。生徒指導からすれば、学
級数が増えればいいというわけではない。子ども達に目が届く範囲と
いうのがある。

○複数の学級であれば、クラスを分けて学年で合体させる等、学年を
グループに分けることができる。

○グループに分ける場合、分け方を習熟度ごとに分けたり、総合学習
では興味・関心ごとに分けたりと、色々なバリエーションが取れる。

○１学年１学級の場合、先生一人一人の教育上の力量を高めることが
大事になる。

○少人数指導ということが言われているが、人数が少なければ十分な
教育活動ができるのか。指導を充実させていくにはスタッフの体制の
在り方と一体となって考えていかなければらない。

○１学年１学級の場合、担任が一人しかいないため一人が全てを背負
う事になる。

○学校は、日課表に基づき教育活動を組み立ており、同じ時間帯で６
学年が同じように動いている。担任は、それぞれ様々な仕事を持って
いるので連携するといっても１学年1学級ではなかなか難しい。

○複数の学級、複数のスタッフがいれば、新しい指導方法も可能にな
る。クラスをコース別、能力別、興味関心の学習集団に分けるといっ
た教育内容・教育方法が可能になる。

■提出された主な意見

○子どもは、友達をつくることによって社会性を身に付けていく。あ
まり人数が少ないと良くない。

第２回北広島市立小学校及び中学校通学区域審議会

　　平成１７年７月１５日（金）

　　市役所本庁舎二階　会議室

　議　事

北広島市の小学校における適正規模について
（最低学級数について）
◎学級数が適正規模であることによって期待できる教育的効果
　１）教育活動上から
　２）生徒指導上から
　３）学校運営上から
　４）その他

■　内　　　容

○事務局から前回の決定事項について確認。

○事務局から資料に基づき［北広島市の小学校における適正規模につ
いて（最低学級数について）」、学級数が適正規模であることによっ
て期待できる教育的効果についての説明



内　　容

○ＰＴＡ活動としては、１学級より２学級の方が組織的には動きやす
いと感じる。

○教育の効率化の問題になるとどうしても、２クラスとか学級数は多
目の方がいい形になると思う。

○複数学級であれば、先生はそれぞれに学び合い、指導力が高まるこ
とによって、どの先生に担当されても子供達は教育的な力をつけてい
くことができる。子供は先生を選べない。

○複数学級の場合、学年の打ち合わせや交流の中で、先生同士学び合
いができ、先生の子供を見る目が育っていく。

○小規模校では、初任者であっても学級担任をしなければならない。
ある程度の学級がなければ、若い先生を配置しづらい状況が出てく
る。また、配属されてもその先生を学校の中で、育てられなくなって
しまうという厳しさがある。

○１学級から２学級になったという経緯があるが、１学級のほうが良
かったといった意見を聞いたことがない。

○教員の問題もあり、先生の数が増えた方が色々な問題に対応でき
る。

○学級が２つになったことによって、色々と潤滑に動き出したものが
目に見えていっぱいあった。

○運動会など、児童数が少ないと競技が密にならないで疎になってし
まい全然盛り上がらない。

○レクリェーションなどを考えたとき、１組・２組から代表者が出て
意見を色々と出し合うことによって、今まで一人で抱えていたことが
分担されて負担が少なくなるというメリットがある。

○１クラスの時期は、クラスを半分に分けた運動会など、盛り上がりに欠け
た。

○２クラスでも少ないと思っているが、１クラスよりは２クラスの方
が色々な面で良かったと思っている。

○先生、一人一人の力量を高めることが非常に大事であるが、ある程
度、先生の数がいないと学び合うという雰囲気が出てこない。

○へき地の方は、小規模校であっても自分たちはここで十分頑張って
こられたという自負心を持っている。

○へき地校だから十分な教育を受けられなかったというようなものは
持っていないし、そうした条件の中でしっかり成長してきたという自
負心を持ってる。

○人数が少なくなれば、子ども達にきめ細かく目が届くということは
ある。子ども達の顔も親の顔もわかるし、小規模校、少人数学級では
そういう良さもある。

○３人､５人という少ない人数での教育よりは、十数人のグループを
作った方が、子ども達にとっても望ましい。教育の効率性ということ
を考えるとクラス数は、複数が必要であると思う。



○先生が多くいればできる行事も多く、いなかったらあれもだめ、こ
れもできないということもあった。

○１学級で同じ友達と一緒にいるのもいいが、友達を広げる輪が狭く
なる。

○先生の数が問題ではないだろうか。学級編成上では、子供が４０人
でも、２０人でも、先生は一人という場合がある。

○人数が少なければ、どの先生もどの子も知っているという状態に
なってそれは有難かったけれど、目が届きすぎるというか、適当に見
えない部分もあっても良いと思う。

○先生の人数、複数の目があった方が親としては安心できた。子ども
達も何かあったときには一人だけではなく、多くの先生がいた方が良
いと感じていた。

○教員の数が多いと、子ども達へのきめ細かな指導につながり、多様
な観点で子ども達を見ることができる。

○６年間同じ仲間であったが、問題は特に感じられなかった。仲間意
識が強くて、逆にうらやましいところもあった。

○学校の価値を考えたとき、集団だと思う。集団の中でいかに多様な
ものを選択できるかという観点から考えると、極小規模ということに
なると、特別活動にしても選択が狭まってくると思う。

○１学級よりはより切磋琢磨できる２学級、２学級よりは３学級が良
いが、学級数が増えていくにつれてそれなりに課題も出てくる。

○小規模校では、課題を克服するための色々な集団活動を展開してい
ると思うし、それぞれの努力は確かにあると思う。しかし、複数学級
のほうが教育活動は安定的だろう。

○教員の数が多いと、習熟度別だとか、少人数指導とか、今求められ
ている指導形態を色々考えていける。そういった面で、１学級よりは
将来的に見ても２学級以上という学級の構成が望ましいと言える。

○小さい小学校で育ったが、別にこれといった感慨はない。少なかっ
た方が良かったのか、多かった方が良かったのか浮かんでこない。小
規模校でも良ったのかと思っている。

○北広島の現実を考えると、１学級ではちょっと寂しいのかと思う。
子ども達が競い合えるような、複数学級が必要ではないかなと思う。

○規模が小さければ小さいなりに、大きければ大きいなりに、子ども
というものは、適応力と言うか、受け止める力があるのかもしれな
い。

○１クラスだと先生も減るし、授業はどうなるのかと思う。できれば
最低２クラス、２クラスになることによって、学級間で対抗するとい
う競い合いがでると思う。

○保護者の立場からいえば、先生が減ってしまうのはとても心配にな
る。

○１学年１クラスだと、先生は、一人で全部抱え込むことになる。相
談する相手もほかの学年の先生方になるので、そこは大変だっただろ
うと思う。



結　　　果

出　席　者

傍　聴　人

○２クラスがよいとなれば、小学校を統合したほうが良いという話に
なってしまうかもしれない。

○教育現場の効率性とか、先生の配置の問題等から、１クラスよりは
２クラスのほうがいいのではないかという意見もあるが、１クラスで
もかまわないのではないかと思う｡

○少人数の方が一人一人に目が届き、先生は、勉強のことだけでなく
経験を生かした色々な話をしながら子どもを育てていくことができる
と思う。

出席者　：　松本会長、大滝副会長、小林委員、五十嵐委員、
　　　　　　古野委員、木戸委員、宮森委員、住友委員、櫻井
            委員、宮野委員、高山委員、千葉委員、児玉委員
事務局　：  教育委員会　管理部長　鈴木　正広
　　　　　　教育施策推進担当参事　工藤　正
　　　　　　　　　　 〃　　 主査　安田　寿文

な　   　し

最低学級数に関しては、１学年複数学級（学校規模として１２学級）
が必要である。


